職種：ねじ製作　　職務：切削二次加工

【概要】

　ねじ製造のうち、切削二次加工に関する仕事。

【仕事の内容】

　ねじの基本的な製造法として塑性加工と切削加工があるが、ここでいう｢切削加工｣とはそのうち切削加工法によってねじの二次加工等を行う仕事である。切削加工用の機械・装置は極めて多岐にわたるが、ここでは作業者が操作する代表的な加工機に即して以下の仕事を整理している。
・普通旋盤を用いて材料の切削二次加工を行う「普通旋盤加工」
・NC（数値制御）旋盤を用いて材料の切削二次加工を行う「NC旋盤加工」
・先取り機を用いて先取り加工を行う「先取り加工」
　現在では工作機械のNC化が進んでいるが、NC工作機の場合は、機械の運転（加工作業）に先立ち、加工順序や研削条件の決定の結果をコントロールパネル（操作盤）にプログラミングするという段取りが必要となる。
なお、ねじ製造業の中には、切削二次加工の仕事は外注する場合も少なくない。この場合には、外注先が行った仕上がり品の品質確認等の仕事が中心となる。

（1） 【求められる経験・能力】

（2） 学卒（新卒）採用により入職するケース、経験者（中途）採用により入職するケースなど、様々である。

（3） 関連資格として、たとえば、技能検定（機械加工）等の資格（特級、１級、２級、３級）等がある。こうした資格を取得することで技能が社内で認められて地位が向上する場合もある。

（4） 切削加工の技能者として必要な資質は、ねじやその製造プロセス、加工機械に対する興味や関心を持っていること、さらには技能向上への意欲をもっていることなどが挙げられる。

（5） また、機械操作のNC化が進んでいるため、パソコンなどの初歩的な知識があることが望ましい。

【関連する資格・検定等】

・技能検定（特級～３級）：機械加工（普通旋盤作業、数値制御旋盤作業）〔厚生労働省　職業能力開発促進法〕

・玉掛け技能者（都道府県労働局等）

・フォークリフト運転者（都道府県労働局等）

　など

【厚生労働省編職業分類（小分類）との対応】

　　５２７　　汎用金属工作機械工

５２８　　数値制御金属工作機械工　など


